
定理

　　 · 2電子系 (1, 2)を考える。

　　 · ハミルトニアン Ĥ(1, 2)が Ĥ(1, 2) = Ĥ(1) + Ĥ(2)と分離できるとする。

　　 ·


Ĥ(1)φ(1) = E1φ(1)

Ĥ(2)φ(2) = E2φ(2)

が成り立つとする。

　　 · Ĥ(1, 2)ψ(1, 2) = Eψ(1, 2)とする。

　　 · ψ(1, 2) = φ(1)φ(2)とすると，

　　 · E = E1 + E2である。

証明
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